
 

 

 
2025年度在学生アンケート調査結果報告 

 
【調査概要】 
調査期間 2025 年 11 月 24 日～12 月 24 日 
調査方法 forms を利用した web アンケート方式（各研究室から teams 上で通知） 
対象者数 2025 年度 学部 1～4 年生 4,403 人 
回答者数 320 人（1 年生：116、2 年生：85、3 年生：54、4 年生：65） 
回当率 7.3%（320 / 4,403 人）※前年 3.5% 
 
 
結果集計 
問 1 大学に入ってから受けた授業で、次の項目はどのくらいありましたか。 

 
 
 
問 2 大学在学中に経験した以下の項目はどの程度有用だったと感じますか。 
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理解がしやすいように教え方

が工夫されていた。

予習・復習など授業時間外に

行うべき学習が指示される。

課題等の提出物に適切なコメ

ントが付されて返却される。

グループワークやディスカッ

ションの機会がある。

質疑応答など、教員等との意

見交換の機会がある。

ティーチングアシスタントなど

による補助的な指導がある。

よくあった ある程度あった あまりなかった なかった



 

 

 
問 3 大学教育を通じて、次のような知識や能力などが身に付いたと思いますか。 

 
 
 
問 4 これまでの大学での学び全体を振り返って、次の項目についてどのように思いますか。 

 
  



 

 

問 5 今年度後期の授業期間中の平均的な 1 週間（7 日間）の生活時間は、それぞれどのくらいですか。 

 
※ 授業と直接関係しない自主的な学習（学問に関係する読書やディスカッション、実技の練習、資格試験の勉強等） 

 
 
問 6 大学の学生生活の支援について次の点で満足していますか。 

 
 
 

  



 

 

問 7 大学の施設設備について次の点で満足していますか。 

 
 
 

以上 


